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本
町
は
、
昭
和
二
十
九
年
に
一
町
九
ヵ
村
が
合
併
し
、
本
年
七
 

月
一
日
で
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
九
月
町
議
会
定
例
会
で
は
、
「
自
立
宣
言
」
が
全
会
一
 

致
で
可
決
さ
れ
、
自
立
の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、
本
町
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
 

振
り
返
り
、
新
し
い
時
代
の
出
発
点
と
し
て
「
町
制
施
行
五
十
周
 

年
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

特集 
 
 
町制施行50周年 

                 　
町
制
施
行
五
十
周
年
記
念
式
典
は
、
 

平
成
十
六
年
度
自
治
功
労
者
表
彰
並
 

び
に
自
治
区
長
大
会
、
納
税
貯
蓄
組
 

合
長
大
会
と
併
せ
、
十
一
月
二
十
一
 

日
、
西
会
津
中
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル
 

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
式
典
の
前
に
は
、
本
町
の
五
十
年
 

の
歩
み
と
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
取
り
組
 

み
に
つ
い
て
、
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
 

が
制
作
し
た
「
輝
く
未
来
に
向
か
っ
 

て
」
と
題
し
た
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

　
式
で
は
、
山
口
町
長
が
十
月
二
十
 

三
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
 

で
被
害
に
遭
わ
れ
た
人
た
ち
に
対
し
 

て
の
お
見
舞
い
を
述
べ
た
後
、「
町
制
 

を
施
行
し
て
以
来
、
五
十
年
と
い
う
 

記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま
し
た
。
 

                 　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
 

時
代
に
苦
労
を
重
ね
な
が
ら
、
災
害
 

や
困
難
な
諸
問
題
を
克
服
し
、
本
町
 

発
展
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
 

先
人
た
ち
の
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
 

す
。
 

　
ま
た
、
本
町
は
、九
月
議
会
で『
自
 

立
宣
言
』
を
可
決
し
、
自
立
の
道
を
 

歩
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
 

町
民
と
町
議
会
、
行
政
が
一
体
と
な
 

り
、『
協
働
型
』
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
 

め
、
先
人
各
位
が
築
き
上
げ
て
き
た
 

西
会
津
町
を
よ
り
一
層
、
活
力
に
満
 

ち
た
明
る
く
豊
か
な
町
と
す
る
た
め
 

努
力
し
て
い
き
ま
す
。」と
式
辞
を
述
 

べ
、
そ
の
後
、
長
谷
沼
町
議
会
議
長
 

が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
町
の
発
 

                 展
と
振
興
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
て
き
 

た
方
々
の
功
績
を
た
た
え
、
自
治
功
 

労
者
表
彰
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

　
今
年
度
の
自
治
功
労
表
彰
者
は
、
 

特
別
功
労
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
石
川
 

榮
五
郎
さ
ん
（
郡
山
市
）
と
橋
谷
田
 

義
一
さ
ん
（
二
町
内
）
を
始
め
と
す
 

る
六
人
で
、
各
分
野
に
お
い
て
町
政
 

発
展
に
尽
力
さ
れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
行
政
と
納
税
の
発
展
に
献
身
 

的
に
貢
献
さ
れ
て
来
ら
れ
た
自
治
区
 

長
及
び
納
税
貯
蓄
組
合
長
の
永
年
勤
 

続
者
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
 

ま
し
た
。
 

　
受
賞
者
を
代
表
し
、
橋
谷
田
義
一
 

さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
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特集　町制施行50周年 

29.７　　１町９ヵ村が合併し「西会津町」が誕生 
８　　初代町長に渡部晴松氏当選 

31.７　　黒沢地区を中心に大水害 
11　　黒沢水害被害者58名がブラジルへ移民 

33.５    　滝坂地内の地滑りで、住居移転決定 
35.10　　軽沢地区が高郷村から編入 
36.４　　西会津中学校発足 
37.３　　野沢劇場街で大火災 

５　　下野尻大火 
38.４　　役場庁舎を野沢字下小屋上へ新築移転 
39.４　　県立西会津高等学校誕生 

６　　新潟地震（震度５） 
40.６　　群岡中学校が火災で焼失 

８　　町長選挙  山口博也氏が初当選 
42.８　　集中豪雨により奥川・極入中心に大水害 
44.１　　生活改善センター（現公民館）オープン 
47.11　　奧川･克雪管理センター完成 
54.４　　保険センター･農業構造改善センターオープン 

10　　国道49号西会津バイパス開通 
56.７　　町長選挙  二瓶幸雄氏初当選 
57.６　　さゆり公園多目的広場完成 
59.３　　在京西会津会結成 
60.７　　町長選挙  山口博續氏初当選 

12　　さゆり体育館完成 
61.11　　第１回西会津の文化と産業祭 
62.８　　外国語教育等のため英語指導助手招致 
63.２　　老人保健施設「憩の森」、西会津診療所開所 
元.５　　さゆり公園総合オープン記念式典 
２.３　　屋敷小学校が閉校  118年の歴史に幕 
３.５　　さゆり公園野球場完成  プロ野球開催 
５.４　　「健康の町」宣言  町民健康の日を制定 

４　　「百歳への挑戦」町民大会開催 
10　　異常気象、戦後最悪の冷害 

６.４　　女性消防隊結成 
８　　沖縄県大宜味村児童生徒との交流事業開始 

７.８　　記録的な集中豪雨  各地に大きな被害 
10　　喜多方地方広域西会津消防署が開署 

９.２　　県内初のケーブルテレビ局が開局 
３　　黒沢小学校閉校  110年の歴史に幕 
10　　磐越自動車道が全線開通 
〃　　「百歳への挑戦」パートⅡ開催 

11.４　　シルバー人材センター業務開始 
14.４　　町民バス「Let’s　Goシャトル」運行開始 

〃　　統合・西会津中学校開校 
15.７　　ボランティア活動サポートセンター設立 

10　　「百歳への挑戦」パートⅢ開催 
〃　　喜多方・耶麻地方任意合併協議会不参加を決定 

16.９　　道の駅「にしあいづ」開所 
〃　　「自立宣言」を全会一致で可決 

合
併
当
時
の
庁
舎
 

合
併
当
時
の
議
会
議
員
（
　
名
）
 

▲
 

▲
 

▲
 

86

▲奥川極入地区を中心に大水害 

▲国道パイパス工事 

「
百
歳
へ
の
挑
戦
」
町
民
大
会
 

50年の歩み 
－ダイジェスト－ 

～西会津町の軌跡～ ～西会津町の軌跡～ 
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特集　町制施行50周年 

▲
　
講
演
す
る
山
川
先
生
 

（
上
）と
、
講
演
を
熱
心
に
 

聞
き
入
る
来
場
者
 

▲ 

                   　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
〕

 

 自
治
功
労
表
彰
 

■
特
別
功
労
表
彰
 

　
前
町
学
校
医
 

　
　
石
　
川
　
榮
五
郎
（
郡
山
市
）
 

 　
前
町
消
防
団
長
 

　
　
橋
谷
田
　
義
　
一
（
二
町
内
）
 

 ■
功
　
労
　
表
　
彰
 

　
前
町
社
会
教
育
委
員
会
議
長
 

　
　
高
　
津
　
初
　
男
（
上
野
尻
）
 

 　
前
町
消
防
団
庶
務
本
部
長
 

　
　
鈴
　
木
　
　
　
洋
（
軽
　
沢
）
 

                   　
前
町
消
防
団
第
四
分
団
長
 

　
　
武
　
藤
　
喜
　
平
（
柴
　
崎
）
 

 ■
善
　
行
　
表
　
彰
 

　
㈱
会
津
技
研
代
表
取
締
役
 

　
　
高
　
橋
　
　
　
至
（
柴
　
崎
）
 

  感
謝
状
贈
呈
 

■
自
治
区
長
永
年
勤
続
者
 

【
十
年
勤
続
】
 

　
下
野
尻
自
治
区
長
 

　
　
平
　
野
　
孝
　
雄
（
下
野
尻
）
 

【
五
年
勤
続
】
 

　
前
八
町
内
自
治
区
長
 

　
　
川
　
口
　
康
　
男
（
八
町
内
）
 

　
前
十
町
内
自
治
区
長
 

　
　
沖
　
津
　
八
　
郎
（
十
町
内
）
 

　
前
下
小
屋
自
治
区
長
 

　
　
山
　
口
　
康
　
夫
（
下
小
屋
）
 

　
西
平
自
治
区
長
 

　
　
三
　
留
　
陽
　
介
（
西
　
平
）
 

　
芝
草
自
治
区
長
 

　
　
新
　
田
　
　
　
巖
（
芝
　
草
）
 

　
前
安
座
自
治
区
長
 

　
　
安
　
部
　
春
　
信
（
安
　
座
）
 

　
黒
沢
自
治
区
長
 

　
　
長
谷
川
　
　
　
大
（
黒
　
沢
）
 

 ■
納
税
貯
蓄
組
合
長
永
年
勤
続
者
 

【
二
十
年
勤
続
】
 

　
五
の
四
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

　
故 
五
十
嵐
　
久
　
士（
五
町
内
）
 

　
横
町
第
四
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

　
　
五
十
嵐
　
幸
　
一
（
五
町
内
）
 

【
十
五
年
勤
続
】
 

　
三
の
四
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

　
　
和
久
井
　
敏
　
彦
（
三
町
内
）
 

　
十
の
一
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

　
　
山
　
崎
　
義
喜
知
（
十
町
内
）
 

　
弥
平
四
郎
第
二
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

　
　
小
　
椋
　
勝
　
美
（
弥
平
四
郎
）
 

【
十
年
勤
続
】
 

　
安
座
第
二
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

　
　
二
　
瓶
　
義
　
伸
（
安
　
座
）
 

　
縄
沢
不
動
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

　
　
青
　
津
　
　
　
勇
（
縄
　
沢
）
 

　
上
野
尻
六
の
一
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

　
　
三
　
留
　
市
　
二
（
上
野
尻
）
 

　
中
町
第
一
税
貯
蓄
組
合
長
 

　
　
岩
　
橋
　
善
一
郎
（
中
　
町
）
 

「
協
働
型
ま
ち
づ
く
り
と
は
」
 

記
念
講
演
 

講
師
 
福
島
大
学
理
事
・
副
学
長
　
山
川
充
夫
先
生
 

長年の功績をたたえ 
～自治功労表彰・感謝状贈呈～ 

▲特別功労表彰を受賞した橋谷田義一さん 

     　
式
典
終
了
後
、
第
二
部
と
し
て
行
 

わ
れ
た
記
念
講
演
会
で
は
、
福
島
大
 

学
理
事
・
副
学
長
の
山
川
充
夫
先
生
 

を
講
師
に
招
き
、「
協
働
型
の
ま
ち
づ
 

く
り
と
は
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

　
山
川
先
生
は
、
福
島
市
の
「
協
働
 

の
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
の
計
画
策
定
 

に
携
ら
れ
た
経
験
や
各
町
村
の
事
例
 

を
挙
げ
な
が
ら
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
そ
の
中
で
、「
市
町
村
が
自
立
し
て
 

い
く
た
め
に
は
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
 

く
り
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
 

在
、『
協
働
型
』
に
よ
り
独
自
の
魅
力
 

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
る
例
が
 

     全
国
的
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
 

り
ま
し
た
。『
協
働
』
と
は
、
様
々
な
 

立
場
の
町
民
と
行
政
と
が
、
対
等
な
 

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
適
切
な
役
割
 

分
担
の
も
と
に
、
成
果
と
責
任
を
共
 

有
し
あ
い
な
が
ら
、
と
も
に
行
動
し
 

て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
①
人
財
の
開
 

発
と
育
成
②
情
報
の
共
有
化
③
活
動
 

の
支
援
の
三
つ
が
柱
と
な
り
ま
す
。
 

西
会
津
町
も
町
の
特
性
に
合
っ
た『
協
 

働
型
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
実
践
し
て
 

く
だ
さ
い
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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新たに購入した歩道用除雪機 

～冬の快適な生活環境を目指して～ 

             　
本
年
度
の
除
雪
計
画
は
、
新
た
に
 

改
良
舗
装
を
行
っ
た
道
路
を
除
雪
路
 

線
に
追
加
し
た
こ
と
か
ら
、
車
道
は
 

町
道
と
除
雪
を
受
託
し
た
県
道
を
合
 

わ
せ
た
二
百
三
十
二
路
線
、
総
延
長
 

は
百
六
十
七
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
 

な
り
ま
し
た
。
 

　
町
で
は
、
冬
期
間
 

の
交
通
を
確
保
す
る
 

た
め
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
 

ー
二
台
、
タ
イ
ヤ
ド
 

ー
ザ
ー
三
十
八
台
、
 

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
 

二
台
を
配
備
す
る
と
 

と
も
に
、
地
域
や
関
 

係
機
関
と
の
連
携
を
 

図
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
 

除
雪
作
業
が
行
え
る
 

よ
う
万
全
を
期
し
て
 

い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
安
全
で
快
 

適
な
生
活
道
路
を
確
 

           保
す
る
た
め
に
は
、
町
と
町
民
の
み
 

な
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
た
除
雪
体
制
 

を
築
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
雪
に
強
 

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
う
え
か

ら
も
、
地
域
ぐ
る
み
の
除
雪
体
制
に

向
け
て
、
次
の
事
項
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
 

万
全
の
除
雪
体
制
へ
 

　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
冬
の
季
節
が
始
ま
り
ま
 

す
。
 

　
町
で
は
、
雪
か
ら
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
守
 

り
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
 

生
活
道
路
の
交
通
確
保
へ
向
け
て
、
万
全
の
除
 

雪
体
制
で
の
ぞ
み
ま
す
。
 

①除雪作業の支障になる路上駐車はやめましょう。 

②破損の恐れのある構造物には赤の標識を取付けましょう。 

③早朝除雪の騒音にはご容赦ください。 

④屋根から降ろした雪は、交通の支障にならないよう速やかに 

　処理しましょう。 

⑤各戸の屋根からの雪崩は、各戸で処理しましょう。 

⑥田畑に、砂利等が入る場合があります。ご了承ください。 

⑦スノーポールが倒れていたら、立て直しにご協力を。 

⑧除雪に関しての問い合わせは、自治区長さんを通じて建設課 

　管理係にご連絡ください。 

　　【問い合わせ先】 

　　　　　　建設課管理係　　４５－４５３４ 

―　除雪作業へのお願い　― 　どんなに除雪体制が万 
全でも、除雪作業をスム 
ーズに進めるためには、 
町民１人ひとりの協力が 
大切なのよ。 

へー、そうなんだ。 
　じゃあ、早速お 
父さんにも教えて 
あげなくちゃ！！ 
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①
は
大
賞
・
一
位
、②
は
金
賞
・
二
位
、
 

　
③
は
銀
賞
・
三
位
　　
　
　
〔
敬
称
略
〕
 

【
文
化
祭
コ
ン
ク
ー
ル
部
門
】
 

　
▽
絵
画
Ⅰ
①
伊
藤
て
る
子
②
川
口
 

　
正
子
③
新
田
穂
積
▽
絵
画
Ⅱ
①
武
 

　
藤
マ
ツ
エ
②
清
野
義
美
③
石
本
澄
 

　
子
、
新
田
礼
子
▽
書
道
①
渡
部
豊
 

　
四
郎
②
渡
部
浩
子
③
川
上
甫
▽
写
 

　
真
①
新
田
透
②
斎
藤
従
徳
③
渡
部
 

　
洋
一
郎
▽
手
芸
①
佐
藤
カ
ヂ
子
②
 

　
鈴
木
冨
美
子
③
長
谷
川
オ
ノ
イ
、
 

　
須
藤
暢
子
▽
菊
花
①
該
当
な
し
②
 

　
山
本
茂
信
③
佐
藤
ハ
ナ
エ
▽
俳
句
 

　
（
「
み
ん
な
の
広
場
」
で
掲
載
）
 

　
▽
川
柳
①
井
上
雪
子
②
小
野
木
柳
 

　
山
③
三
留
正
春
、
鈴
木
ツ
マ
 

【
商
工
ま
つ
り
部
門
】
 

 
▽
観
光
写
真
展
①
佐
藤
ミ
エ
子
②
 

　
山
下
篤
③
仲
川
文
夫
 

【
健
康
福
祉
ま
つ
り
部
門
】
 

　

○
老
人
作
品
展
○
 

 
▽
わ
ら
工
芸
①
斎
藤
熊
吉
②
斎
藤
 

　
勉
③
小
田
進
▽
民
・
工
芸
品
①
佐
 

　
藤
芳
市
②
須
藤
一
③
渡
部
太
郎
▽
 

　
手
芸
品
①
西
形
千
枝
子
②
本
多
ツ
 

　
ル
エ
③
鈴
木
律
子
▽
書
・
絵
・
句
 

　
①
三
留
ト
シ
②
長
谷
川
き
の
③
橋
 

　
谷
田
季
美
▽
陶
芸
①
星
ヨ
リ
子
②
 

　
斎
藤
ア
サ
子
③
西
形
千
枝
子
 

 

○
心
身
障
害
者
作
品
展
○
 

 
①
憩
の
森
入
所
・
通
所
者
②
池
田
 

　
龍
馬
③
玉
木
マ
ツ
エ
、
須
藤
淑
郎
 

西会津ふるさとまつり 

軽やかなゲタの音響かせ、町内を駆ける 
桐ゲタ健康マラソン 

　ふるさとまつり 
の開幕。 
　演奏は、西中の 
スイングガールズ!?

オープニング 
　セレモニー 

　今年はダンスで大盛り上がり 
ミュージックフェスタ 

牛
牛
フ
ェ
ア
 

お
い
し
い
牛
肉
に
舌
つ
づ
み
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【
農
業
ま
つ
り
部
門
】
 

 
▽
穀
類
①
渡
部
道
男
②
高
津
公
、
 

　
二
瓶
孝
男
③
長
谷
沼
則
夫
、
長
谷
 

　
沼
勉
、
伊
勢
亀
隆
雄
、
五
十
嵐
隆
 

　
一
▽
根
菜
類
①
伊
藤
好
一
②
山
形
 

　
貞
子
③
三
留
義
江
▽
葉
茎
菜
類
①
 

　
該
当
な
し
②
岩
橋
チ
ヨ
イ
▽
果
実
 

　
類
①
及
び
②
該
当
な
し
③
佐
藤
康

　
治
▽
競
作
①
斎
藤
善
久
、
五
十
嵐

　
治
、
江
川
誠
作
、
渡
部
定
衛
、
渡
 

　
部
啓
 

【
桐
ゲ
タ
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
】
 

 
▽
一
般
男
子
①
田
代
竜
二
②
斎
藤
 

　
賢
太
郎
③
三
留
洋
太
▽
壮
年
男
子

　
①
山
口
孝
雄
②
森
政
信
③
高
橋
徹
 

　
▽
中
学
生
男
子
①
雅
楽
川
翔
太
②
 

　
新
田
陽
③
瓜
生
誠
▽
一
般
女
子
①
 

　
井
上
貴
子
②
尾
形
こ
ず
え
③
加
藤
 

　
シ
ズ
子
▽
小
学
生
①
薄
優
子
②
鈴
 

　
木
成
美
③
新
田
直
人
▽
フ
ァ
ミ
リ
 

　
ー
①
新
田
篤
・
優
人
②
青
津
千
恵
 

　
・
奈
菜
③
石
亀
正
樹
・
梨
沙
 

【
桐
ゲ
タ
投
げ
全
国
大
会
】
 

 
▽
一
般
男
子
①
我
妻
智
彦
②
上
野
 

　
貴
章
③
上
野
智
章
、
ケ
ス
チ
ュ
テ
 

　
ィ
ス
・
ラ
ナ
ウ
ス
カ
ス
▽
女
子
①
 

　
エ
グ
リ
・
ミ
チ
ケ
ヴ
ィ
チ
ュ
ウ
テ
 

　
②
坂
上
美
奈
子
③
佐
藤
由
美
子
▽
 

　
少
年
男
子
①
木
崎
大
悟
②
佐
藤
浩
 

　
平
③
雅
楽
川
翔
太
 

【
町
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
】
 

 
①
森
野
②
原
町
Ａ
③
下
小
島
Ｂ
、
 

　
尾
登
Ｂ
 

竒
 

重さ13kgの桐ゲタが大空に舞う 

見ていた人もリズムに合わせ太極拳 

みんなで太極拳！ 

憧れの平浩二さんとデュエット 

力作ぞろいに、足を止めてじっくり鑑賞 

作品展示 

桐ゲタ投げ全国大会 

歌 謡 シ ョ ー  

桐ゲタ投げ全国大会 

歌 謡 シ ョ ー  
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まちの 

話題 
まちの 

話題 

　11月３日、さゆり公園ふれあい広場において、第１回 
町老人クラブ連合会長杯グラウンドゴルフ大会が開催さ 
れました。参加者の多くは、慣れているゲートボールと 
の違いに悪戦苦闘しながら 
も、大いに楽しんでいまし 
た。なお、結果は次のとお 
りです。 
 
【団体】①上野尻②芝草 
　　　　③安座Ａ 
【個人】①五十嵐チイ子 
　　　　②恩田鬼子郎 
　　　　③長谷川惣市 

　世界的な細菌学者・野口英世博士のやけ 
どした左手を手術し、その後の博士の人生 
に大きな影響を与えたとされる渡部鼎医師。 
　その鼎医師の墓地がある萱本地区では、 
萱本地区ふるさとおこし実行委員会のみな 
さんが、野口博士がデザインされた新千円 
札が発行された11月１日、鼎医師とその父 
・思斎先生の功績を記した墓誌を建立しま 
した。 
　また、長谷沼勉さん（高目）宅の土蔵か 
らは、野口博士が鼎医師の会陽医院で、書 
生として過した青春時代の貴重な写真数枚 
が発見されました。 

長
谷
沼
勉
さ
ん
の
祖
先
に
あ
た
る
長
谷
沼
兵
作
氏
 

（
左
）
と
野
口
博
士
（
右
）
 

▼
 

▼
 「

墓
誌
」
を
建
立
し
た
実
行
委
員
会
の
み
な
さ
ん
 

　西会津中学校の文化祭「光桐祭」が、11月 
３日の文化の日に開催されました。 
　３回目となる今年の「光桐祭」のテーマは、 
『響け！心の詩』。生徒１人ひとりが、英語 
弁論大会や総合学習で学んだアントレプレナ 
ー講座などの発表、そして各クラスの心を１ 
つにした合唱コンクールなどを通し、自分の 
思いを素直に表現した『詩』を、お互いの心 
に響かせていました。 
　その他にも、バザーや有志劇披露などが行 
われ、終日多くの人でにぎわいました。 

▲ひまわり組さんによる「白虎隊」 

　群岡保育所のお遊戯会が11月18日に行われました。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　子どもたちは、 
　　　　　　　　　　　　　　　　日ごろ練習してき 
　　　　　　　　　　　　　　　　た歌や踊りなどの 
　　　　　　　　　　　　　　　　お遊戯をみごとに 
　　　　　　　　　　　　　　　　披露。見に訪れて 
　　　　　　　　　　　　　　　　いた家族からは、 
　　　　　　　　　　　　　　　　大きな拍手が贈ら 
　　　　　　　　　　　　　　　　れていました。 

かなえ 

〔敬称略〕 
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平田　恭子ちゃん 
（原・恵子） 

市橋明香里ちゃん 
（上野尻・修一） 

笠間　　捷くん 
（１町内・邦浩） 

　９月22日、３歳児７名を対象に健康診査を行った結果、 
むし歯のない子は３名でした。 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
方
法
 

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？
 

今
年
度
か
ら
高
齢
者
と
慢
性
疾
患
 

を
持
つ
人
は
予
防
投
与
が
可
能
に
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
か
ぜ
は
違
う
 

    　
今
年
度
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
 

と
重
症
に
な
り
や
す
い
　
歳
以
上
の
高
齢
者
と

　
歳
以
上
の
慢
性
疾
患
を
持
つ
人
に
対
し
て
、

感
染
予
防
の
た
め
の
薬
を
投
与
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
、
同
居
家
族
、
あ
る
い
は
共
同
生
活

者
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
場
合
、
感

染
の
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
発
症
す
る

前
（
接
触
後
２
日
以
内
が
目
安
）
に
抗
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
薬
を
投
与
し
、
予
防
す
る
も
の
で
す
。
 

　
詳
し
く
は
医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
こ
の
場
合
、
保
険
の
適
用
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
 

                         　
　
歳
以
上
の
高
齢
者
や
妊
婦
、
乳
幼
児
、
慢
 

性
疾
患
（
呼
吸
器
、
心
臓
、
腎
臓
、
代
謝
性
疾
 

患
（
糖
尿
病
な
ど
））を
持
つ
人
は
、
重
症
に
な
 

り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
 

は
自
覚
症
状
が
現
れ
に
く
く
、
軽
い
症
状
だ
か
 

ら
と
い
っ
て
放
置
し
て
い
る
と
、
急
に
衰
弱
し
 

た
り
、
肺
炎
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

　
　
歳
以
上
の
方
は
、
無
料
で
予
防
接
種
が
受
 

け
ら
れ
ま
す
の
で
、
　
月
　
日
ま
で
に
指
定
医

療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
 

   　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
か
ぜ
と
似
て
い
ま
す
が
、
 

か
ぜ
よ
り
も
症
状
が
重
く
、
肺
炎
な
ど
の
合
併
 

症
を
起
こ
し
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
 

感
染
力
が
強
い
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。
 

 症
　
状
 

　
・
　
〜
　
度
の
高
熱
 

　
・
悪
寒
 

　
・
全
身
の
だ
る
さ
 

　
・
関
節
痛
や
筋
肉
痛
 

　
・
頭
痛
 

     ウ
ィ
ル
ス
を
よ
せ
つ
け
な
い
 

　
・
手
洗
い
 

 　
・
う
が
い
 

 　
・
人
ご
み
を
避
け
る
 

 　
・
部
屋
の
換
気
 

  抵
抗
力
を
つ
け
る
 

　
・
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と
 

 
 
休
養
を
と
る
 

 　
・
厚
着
の
し
過
ぎ
を
避
け
 

 
 
適
度
な
運
動
を
す
る
 

38

65

65

13

65

12

31

40

高熱がでたら 
２日以内に受 
診 

部屋の温度は 
20度前後、湿 
度は60～70％ 
程度に保つ 

消化がよく栄 
養のあるもの 
をとる 

１時間に５分 
くらいの換気 

こまめに水分 
補給 

安静と保湿を 
心がける 

マスクをし、 
外出をひかえ 
る 
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国際交流員 
マイケル・レドヴィンカ 

     　
　
　
　
　
初
め
て
日
本
に
来
た
と
き
、
日
本
 

　
　
　
　
人
の
多
く
が
英
語
に
興
味
を
持
っ
て
 

　
　
　
　
い
る
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
外
国
語
を
学
び
た
が
っ
て
い
る
人
の
 

数
は
、
ア
メ
リ
カ
人
よ
り
も
日
本
人
の
方
が
ず
 

っ
と
多
い
み
た
い
で
す
。
で
も
、
日
本
人
に
聞
 

い
て
み
る
と
、
普
通
の
人
は
、
英
語
よ
り
も
英
 

会
話
を
学
び
た
い
と
言
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
 

し
て
、「
学
校
で
文
法
を
い
っ
ぱ
い
学
ん
で
も
、
 

会
話
は
で
き
な
い
。
文
法
は
嫌
だ
な
ぁ
。
英
会
 

話
を
勉
強
し
て
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
」
 

と
い
う
こ
と
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
文
 

法
が
ど
ん
な
に
嫌
で
も
、
そ
れ
を
無
視
し
て
会
 

話
だ
け
を
練
習
し
て
も
話
せ
る
よ
う
に
は
な
ら
 

な
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
私
は
、
ア
メ
リ
カ
人
な
の
で
、
み
な
さ
ん
が
 

学
校
で
ど
の
よ
う
に
英
語
を
勉
強
し
て
き
た
の
 

か
分
か
り
ま
せ
ん
。で
も
、ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
 

文
法
は
い
っ
ぱ
い
勉
強
し
た
け
ど
、
会
話
は
学
 

ば
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
会
話
 

を
学
ば
な
い
と
英
語
を
話
せ
る
よ
う
に
は
な
り
 

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
文
法
だ
け
を
い
っ
ぱ
い
勉
 

強
し
て
い
た
ら
嫌
に
な
る
の
も
当
然
だ
と
思
い
 

ま
す
。
で
も
、
英
会
話
の
勉
強
だ
け
で
は
、
英
 

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
よ
う
に
 

な
る
の
は
不
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
 

に
、
文
法
を
勉
強
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
 

　
実
を
言
え
ば
、
私
は
文
法
を
学
ぶ
の
が
好
き
 

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
文
法
を
学
ぶ
と
、
言
葉
に
 

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
が
分
か
る
 

よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。
文
法
は
言
葉
の
構
造
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

この写真はビデオカメラで撮影したものですこの写真はビデオカメラで撮影したものです 

   　
　
月
　
日
（
日
）
、
晩
秋
の
福
島
路
を
舞
台

に
、
第
　
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競

争
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
白
河
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
か
ら
福

島
県
庁
前
ま
で
の
　
区
間
　
・
２
㎞
の
コ
ー
ス

を
、
本
町
チ
ー
ム
の
選
手
は
全
力
で
タ
ス
キ
を

つ
な
ぎ
、
参
加
　
チ
ー
ム
中
　
位
（
町
の
部
　

位
）
の
成
績
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
 

　
本
町
チ
ー
ム
が
今
大
会
へ
向
け
て
始
動
し
た

の
は
、
９
月
４
日
（
土
）
の
結
団
式
か
ら
で
す
。
 

さ
ゆ
り
公
園
を
中
心
に
週
４
回
の
合
同
練
習
を

行
い
、
徐
々
に
チ
ー
ム
の
士
気
を
高
め
て
い
き

ま
し
た
。
本
番
を
前
に
行
わ
れ
た
９
月
　
日

（
日
）
の
喜
多
方
地
方
広
域
ふ
る
さ
と
駅
伝
競

走
大
会
で
４
位
に
、
　
月
　
日
（
水
）
の
会
津

一
周
駅
伝
競
走
大
会
で
は
　
位
と
健
闘
し
、
調

整
も
順
調
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
　
月
か
ら
の

練
習
は
、
週
２
回
の
合
同
練
習
と
コ
ー
ス
確
認

の
た
め
の
試
走
と
し
、
体
調
管
理
に
も
努
め
ま

し
た
。
そ
し
て
、
大
会
前
日
、
選
手
た
ち
は
、

闘
志
を
み
な
ぎ
ら
せ
な
が
ら
、
開
催
地
へ
向
け

て
出
発
し
て
い
き
ま
し
た
。
 

　
こ
う
し
て
迎
え
た
大
会
当
日
。
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
本
町
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
は
全
力
で
福

島
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。
 

　
本
町
チ
ー
ム
は
、
中
・
高
校
生
を
中
心
と
し

た
若
い
選
手
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
今
大
会
で

経
験
を
積
ん
だ
こ
の
選
手
た
ち
の
さ
ら
な
る
活

躍
が
期
待
で
き
ま
す
。
 

　
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
町
民
の
み
な
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

 
11

2116

16

95

81

26

10

2712

11

67

41

全
力
で
駆
け
抜
け
た
福
島
路
 

この写真はビデオカメラで撮影したものです 
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で
す
。
あ
る
言
葉
を
話
し
た
か
っ
た
ら
、
そ
の
 

言
葉
の
文
法
（
構
造
）
と
単
語
が
分
か
ら
な
け
 

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
こ
の
「
分
か
ら
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
を
英
語
で
言
い
た
か
 

っ
た
ら
、
文
法
と
単
語
が
分
か
ら
な
い
と
ダ
メ
 

で
す
。
文
法
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
〜
な
け
れ
ば
な
 

り
ま
せ
ん
」
を
英
語
で
「have to 

〜
」
と
表
 

現
す
る
こ
と
。
ま
た
、
「
分
か
る
」
と
い
う
英
 

単
語
は
「understand

」
で
す
。
だ
か
ら
、「
分
 

か
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
は
、
英
語
で
 

「have to understand

」
に
な
り
ま
す
。
そ
 

れ
が
分
か
ら
な
い
と
会
話
で
そ
の
概
念
を
伝
え
 

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
英
語
の
映
画
を
 

見
て
い
て
、
「have to understand

」
と
聞
 

き
取
れ
た
と
し
て
も
、
意
味
は
分
か
ら
な
い
と
 

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
 

な
る
た
め
に
は
、
文
法
の
勉
強
が
不
可
欠
で
す
。
 

　
で
は
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
大
切
な
文
法
を
 

い
っ
ぱ
い
勉
強
し
て
も
話
せ
る
よ
う
に
な
ら
な
 

い
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、
文
法
を
学
ん
だ
 

後
、
会
話
の
中
で
使
う
練
習
を
し
て
い
な
い
か
 

ら
で
す
。
最
初
は
、
例
文
で
文
法
の
使
い
方
を
 

勉
強
し
、
要
点
が
分
か
っ
た
ら
、
自
分
で
そ
の
 

様
な
文
章
が
作
れ
る
ま
で
練
習
し
た
方
が
良
い
 

で
す
。
そ
の
後
は
、
会
話
の
中
で
練
習
を
し
な
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
使
え
ば
使
う
ほ
ど
自
然
 

に
覚
え
て
、
考
え
な
く
て
も
自
動
的
に
言
え
る
 

よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

　
外
国
語
を
話
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
会
話
 

を
練
習
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
 

で
も
、
会
話
だ
け
勉
強
し
て
も
、
会
話
が
で
き
 

る
よ
う
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。
文
法
を
学
ぶ
こ
と
 

で
言
葉
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
会
話
を
 

学
ぶ
こ
と
で
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
両
方
 

に
力
を
入
れ
て
勉
強
す
れ
ば
必
ず
上
達
し
ま
す
。
 

１５分４７秒 
 

２９分２１秒 

２０分３３秒 

２６分００秒 

２０分４２秒 

３０分３６秒 

１９分４６秒 

２０分０６秒 

１１分１１秒 

３２分５３秒 

１６分３１秒 

２５分３５秒 

１８分０７秒 

２０分３１秒 

１２分５９秒 

２８分５８秒 

斎　藤　成　美  
（西会津中２年） 

１　　区 
（4.0km） 

佐　藤　健　吾  
（会津工業高３年） 

２　　区 
（8.3km） 

伊　藤　徳　晃  
（西会津中３年） 

３　　区 
（5.7km） 

田　崎　雄　也  
（ジューキ会津プレシジョン） 

４　　区 
（7.3km） 

三　留　友　洋  
（喜多方東高２年） 

５　　区 
（5.7km） 

根　本　雅　彦  
（喜多方地方広域消防署） 

６　　区 
（8.6km） 

坂　田　拓　也  
（西会津中３年） 

７　　区 
（5.4km） 

新　田　翔　平  
（西会津中３年） 

８　　区 
（5.4km） 

五十嵐　美　紀  
（西会津中３年） 

９　　区 
（2.7km） 

渡　部　貴　之  
（自衛隊宮城多賀城駐屯地） 

10　　区 
（9.2km） 

矢　部　由　佳  
（西会津中３年） 

11　　区 
（3.9km） 

小　瀧　祐　哉  
（新 日 本 工 業） 

12　　区 
（7.0km） 

新　田　　　亮  
（国士舘大１年） 

13　　区 
（4.7km） 

石　川　真　成  
（会津学鳳高１年） 

14　　区 
（5.5km） 

塚　原　愛　唯  
（西会津中１年） 

15　　区 
（3.4km） 

江　川　正　樹  
（にしあいづ福祉会） 

16　　区 
（8.4km） 

長谷川　辰　男  
（西会津町公民館） 監　　督 

渡　部　泰　子  
（西会津中教諭） コ ー チ  

樽　井　和　美  
（西会津中教諭） コ ー チ  

区　　間 選　　手　　名 タ　イ　ム 

斎藤　成美 
（１区） 

佐藤　健吾 
（２区） 

　ただ今、町公民館では、出前講座の申込みを受付け 

ています。この講座は、みなさんの自発的な生涯学習 

への取組みを手助けするものです。ぜひ、冬期間の地 

区活動の一環として、この機会にお申込みください。 

　◇講座内容（学習内容） 

　　歴史・俳句・手芸・ダンス・ニュースポーツ等 

　◇講座の開催手順 

　　①地区で学習したい内容を決めてください。 

　　②自治区長または公民館部長部員を通して公民 

　　　館へ申込んでください。 

　　③公民館では、学習内容に適した講師を地区の 

　　　集会所等へ派遣します。 

　※講師への謝礼は、公民館で負担します。 

　　【問い合わせ先】 

　　　　町公民館　　４５－３２４４ 

　　　　新郷分館　　４７－２３０１ 

　　　　奥川分館　　４９－２００１ 

総合67位（町の部41位）5時間49分36秒 

　
駅
伝
参
加
２
年
目
で
「
花
の
 

１
区
」
を
任
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

と
て
も
光
栄
だ
し
、
同
時
に
不
 

安
も
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
大
会
 

で
は
、
周
り
の
雰
囲
気
に
の
ま
 

れ
、
ペ
ー
ス
を
乱
し
、
チ
ー
ム
 

の
力
に
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

　
こ
の
経
験
と
悔
し
さ
を
バ
ネ
 

に
、
来
年
は
も
っ
と
頑
張
り
ま
 

す
。
 

　
高
校
生
と
し
て
臨
む
最
後
の
 

大
会
。
今
ま
で
以
上
に
気
合
を
 

入
れ
、
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
 

２
区
を
任
せ
ら
れ
た
と
き
は
、
 

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
 

の
力
を
出
し
切
ろ
う
と
い
う
気
 

持
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
本
 

番
で
は
、
精
一
杯
走
り
抜
く
こ
 

と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
応
援
お
願
い
し
ま
す
。
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みんなの広場 みんなの広場 
清
野
　
勝
幸
 

　
　
〔
下
小
島
〕
 
さ ん 

あ
な
た
の
と
っ
て
お
き
の
写
真
は
？
 

　
去
年
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行
っ
 

　
た
と
き
の
写
真
 

　
（
下
の
娘
が
怖
が
っ
て
ほ
と
ん
ど
 

　
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
入
れ
な
か
 

　
っ
た
。
ま
た
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
 

　
た
い
。
）
 

 

あなたの趣味・特技は？ 
　趣味：パソコン 
　特技：スキー 
 
熱中していることは？ 
　ただ今年賀状作成に夢中に 
なっています。 
 
あなたのモットーは？ 
　何事にもベストを尽くせ!!

最近感動したことは？ 
　尾野本地区町民運動会で下 
小島が優勝したこと。 
 
これからやってみたいことは？ 
　家族そろって温泉旅行に行 
きたい。 
 
次の方を紹介してください。 
　M．Wさん（上小島） 

　
「
勝
つ
バ
レ
ー
よ
り
も
、
楽
し
む
バ
レ
ー
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。」
 

　
今
月
は
、
毎
週
金
曜
日
に
西
会
津
中
学
校
体
育
館
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

を
し
て
い
る
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ワ
ー
ズ
（
代
表
　
加
藤
悦
子
さ
ん
）
」
 

の
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
 

　
　
年
く
ら
い
前
に
、
尾
野
本
地
区
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
好
き
が
集
ま
っ
 

て
結
成
さ
れ
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ワ
ー
ズ
。
メ
ン
バ
ー
は
、
女
子
　
人
、
 

男
子
　
人
。
年
齢
層
も
　
代
か
ら
　
代
と
幅
広
く
、
夫
婦
一
緒
に
参
加
 

し
て
い
る
人
も
い
る
そ
う
で
す
。
現
在
、
結
成
当
初
の
メ
ン
バ
ー
は
あ
 

ま
り
残
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
が
、
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
」
と
 

い
う
精
神
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。
 

　
「
町
で
開
催
す
る
大
会
を
中
心
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
毎
回
、
２
位
 

と
か
３
位
な
ん
で
す
。
で
も
、
う
ち
の
チ
ー
ム
は
、
勝
つ
こ
と
よ
り
も
、
 

楽
し
む
こ
と
が
目
標
。
み
ん
な
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
、
上
達
し
て
 

い
ま
す
。
今
度
の
バ
 

レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
 

テ
ィ
バ
ル
に
は
、
４
 

チ
ー
ム
で
参
加
す
る
 

予
定
で
す
。
ア
タ
ッ
 

カ
ー
や
セ
ッ
タ
ー
な
 

ど
の
バ
ラ
ン
ス
も
取
 

れ
て
い
る
と
思
い
ま
 

す
よ
。
」
と
、
加
藤
 

さ
ん
。
 

　
楽
し
い
チ
ー
ム
な
 

の
で
、
私
た
ち
と
一
 

緒
に
活
動
し
た
い
人
 

を
募
集
し
て
い
ま
す
 

と
の
こ
と
で
し
た
。
 

　渡部照幸さん（11月号から） 
◆  メッセージ  ◆ 
　今年の冬は一緒にスキーに行き 
ましょう。 
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６１１円 
７１５円 

 
６７６円 

 
７１０円 
７０４円 
７０３円 

最低賃金 
（１時間） 

最 低 賃 金 （ 産 業 ） 名  

福島県最低賃金（下記を除く） 
非　鉄　金　属　製　造　業 
電 気 機 械 器 具 製 造 業  
情 報 通 信 機 械 器 具 製 造 業  
電子部品・デバイス製造業 
輸 送 用 機 械 器 具 製 造 業  
精 密 機 械 器 具 製 造 業  
自 　 動 　 車 　 小 　 売 　 業  

45
12

45

15

45

29

536

45

  　
暖
房
器
具
の
使
用
が
日
常
的
と
な
 

る
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、『
ち
ょ
っ
と
 

し
た
油
断
』
が
火
災
に
つ
な
が
り
ま
 

す
。
 

　
お
で
か
け
、
お
や
す
み
前
に
『
も
 

う
い
ち
ど
』
火
の
元
の
確
認
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

   　
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
 

い
ま
す
町
民
バ
ス
が
、
　
月
１
日
か
 

ら
冬
時
間
で
運
行
さ
れ
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
、
各
戸
に
配
布
さ
れ
た
 

時
刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
地
域
振
興
課
　
　
　
│
２
２
１
３
 

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
及
び
枝
線
は
 

　
学
校
教
育
課
　
　
　
│
２
２
１
６
 

  　
西
会
津
消
防
署
で
は
、
防
火
や
初
 

期
消
火
、
応
急
手
当
に
関
す
る
講
習
 

会
を
開
催
し
て
、
み
な
さ
ん
の
質
問
 

に
お
答
え
し
て
い
ま
す
。
 

　
申
込
み
は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
 

の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
西
会
津
消
防
署
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
３
１
１
９
 

    　
農
業
後
継
者
が
農
地
の
生
前
一
括
 

贈
与
を
受
け
た
場
合
、
不
動
産
取
得
 

税
の
徴
収
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
 

　
制
度
の
適
用
を
受
け
る
場
合
、
贈
 

与
を
受
け
た
年
の
翌
年
３
月
　
日
ま

で
に
、
県
に
申
請
が
必
要
で
す
。
 

　
ま
た
、
す
で
に
徴
収
猶
予
を
受
け
 

て
い
る
方
で
、
他
人
へ
の
譲
渡
等
で
 

農
地
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
も
、
県
 

に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
 

　
　
不
動
産
取
得
税
チ
ー
ム
 

　
　
　
０
２
４
２
│
　
│
５
２
５
４
 

   　
来
年
１
月
１
日
か
ら
「
自
動
車
リ
 

サ
イ
ク
ル
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
 

　
こ
の
法
律
は
、
ゴ
ミ
を
減
ら
し
、
 

資
源
を
有
効
に
利
用
す
る
循
環
型
社
 

会
を
作
る
た
め
、
自
動
車
を
所
有
し
 

て
い
る
方
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
 

い
た
だ
き
、
適
正
に
処
分
す
る
こ
と
 

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
 

　
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、
車
種
や
年
 

式
、
装
備
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
 
 

　
ま
た
、
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
施
 

行
後
の
次
の
時
点
で
支
払
う
こ
と
に
 

な
り
ま
す（
１
台
に
つ
き
原
則
１
回
）。
 

　
①
新
車
を
購
入
し
た
と
き
 

　
②
最
初
の
車
検
の
前
ま
で
 

　
③
廃
車
す
る
と
き
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
民
生
活
課
 
　
　
│
２
２
１
５
 

　
※
料
金
に
つ
い
て
は
、
各
メ
ー
カ
 

 
 
ー
・
輸
入
業
者
に
問
い
合
わ
せ
 

 
 
く
だ
さ
い
。
 

                  　
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
労
働
局
賃
金
室
 

　
　
　
　
０
２
４
│
　
│
４
６
０
４
 

町制施行50周年記念 
 
 
　新年を飾る催しとして、今年度も将棋の女流 
プロ名人位戦を開催します。 
　同時に開催する記念イベントは、プロ棋士に 
よる指導対局や大盤解説などを行います。ぜひ 
ご来場ください。 
　なお、詳細については後日配布されるチラシ 
をご覧ください。 
 
　　◆日時　１月16日（日） 
　　　　　　午前９時対局開始 
　　◆会場　温泉健康保養センター 
　　　　　　ロータスイン 
　　◆記念イベント（対局と同時開催） 
 
【問い合わせ先】 
　　地域振興課　　４５－２２１３ 

第31期女流プロ名人位戦　第１局開催 
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　　　　キ　ミ（89）鐡　江　　母　　尾　登 

伊勢亀　久　佐（90）輝　雄　　父　　下小島 

長谷川　　　栄（95）彦　栄　　父　　さゆりの園 

高　津　新　一（90）新　平　　父　　端　村 

貝　沼　四郎司（73）サ　ト　　夫　　呼　賀 

矢　部　正　吉（84）忠　夫　　父　　中ノ沢 

◆日時　12月 7日（火） 
　　　　　　27日（月） 
　　　　午前９時～ 
 
 
◆場所　老人憩の家 
 
 
◆電話　４５－４２５９ 

12月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

12月10日（金） 納期限 

12月27日（月） 納期限 

1月 4日（火） 納期限 

○固定資産税第4期 
○土地改良区償還賦課金第3期 

○介護保険料第7期 

人　口　　８，９２６人　　　－　１人 
　男　　　４，３２９人　　　±　０人 
　女　　　４，５９７人　　　－　１人 
世　帯　　２，９６３世帯　　－　１世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

薄　上　葉　月　　崇之・美樹子　３町内 

岩　原　柚　季　　宏・俊美　　　５町内 

渡　部　凌　輔　　正男・智美　　芝　草 

伊　藤　琉　臣　　健治・智美　　西　原 

土　田　瑛　太　　英司・杏子　　上野尻 

は づき 

ゆず 

りゅう しん 

えい た 

き 

すけ りょう 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 

地　　区 

5 
（日） 

29 
（水） 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市 

 

喜多方市 

 

喜多方市 

 

喜多方市
 

 

喜多方市 

会津坂下町 

喜多方市 

鳴 瀬 病 院  

み つ は し 医 院  

徒之町クリニック 

いとう子どもクリニック 

佐 瀬 皮 膚 科 医 院  

有 隣 病 院  

山田産婦人科医院 

白虎ファミリークリニック 

森 田 小 児 科 医 院  

あいづ整形外科リハビリテーションクリニック 

遠 山 眼 科 医 院  

佐 原 病 院  

渡 邉 小 児 科 医 院  

鈴木内科消化器科クリニック 

さとう小児科医院 

志 波 医 院  

県 立 喜 多 方 病 院  

あきもと整形外科クリニック 

加藤内科小児科医院 

浜 崎 小 児 科 医 院  

山 口 皮 ふ 科 医 院  

坂下厚生総合病院 

小 野 病 院  

い と う 眼 科  

丸山内科小児科医院 

いいづかファミリークリニック 

石 田 眼 科 医 院  

 
鳴 瀬 病 院  

 

有 隣 病 院  

 

佐 原 病 院  

 
県 立 喜 多 方 病 院  

小 野 病 院  

坂下厚生総合病院 

 
鳴 瀬 病 院  

0241（24）3333 

0241（21）1311 

0242（26）6181 

0242（27）4601 

0242（33）1122 

0241（24）5021 

0241（22）6300 

0242（37）7866 

0242（27）7686 

0242（28）1205 

0242（83）2011 

0241（22）5321 

0241（22）3133 

0242（33）6100 

0242（24）0830 

0242（22）0289 

0241（22）2181 

0241（21）1515 

0242（27）2732 

0242（27）0951 

0242（28）9119 

0242（83）3511 

0241（22）0414 

0241（22）5900 

0242（27）5553 

0242（32）3330 

0242（27）0858 

 
0241（24）3333 

 

0241（24）5021 

 

0241（22）5321
 

 
0241（22）2181

 

0241（22）0414 

0242（83）3511 

 
0241（24）3333

30 
（木） 

31 
（金） 

　1 
（土） 

2 
（日） 

3 
（月） 

12 
（日） 

19 
（日） 

26 
（日） 

23 
（木） 

齋　藤 木 

1


